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FMラジオ＆radiko搭載
「SBS防災ラジオスマホ」誕生！
静岡新聞社・静岡放送は2月12日から、FMチューナーと自社開発した専用アプリ

を搭載した「SBS防災ラジオスマホ」の申込み受け付けを開始しました。
SBSラジオが、静岡新聞SBSの格安スマホ「アットエスモバイル」と協同し、FMラジ

オ機能を搭載したスマホを企画したもので、災害時の情報入手の手段として期待さ
れているラジオを生かし、停電などで情報通信網が遮断された時も、スマホのFM
チューナーからラジオを聴くことができます。
通信網が使える時は、県内災害発生時の速報、避難情報をはじめとする給水な

ど生活支援、交通、ライフラインといった情報をまとめて収集できるツールのほか、ツイッ
ターアカウントがなくても、静岡新聞SBSの災害ツールを⾒ることができるツールを利
用することができます。
また、SBSラジオ各番組のツイッターから最新情報をまとめて得ることができる機能、

電話着信、アラームなどのほか、好きなパーソナリティのオリジナルボイス、待ち受け画
面画像を設定できる機能も搭載しています。

静岡放送と静岡県内12局のコミュニティーＦＭでつくる県コミュニティＦＭ放送協議会は2月５日、災害時の相互協
⼒を柱とする包括連携協定を結びました。県内広域をカバーするＳＢＳラジオと地域密着のコミュニティーＦＭが協⼒し、
「ラジオの⼒」で静岡県⺠の安全確保に努めます。また、日頃の通常放送でも積極的に連携を図り、観光振興などへの
活用も視野に入れ、協⼒していきます。
静岡県内コミュニティFM12局は以下の通り。
浜松エフエム放送（浜松市中区）、エフエムしみず（静岡市清水区）、エフエムみしま・かんなみ（三島市）、シティ

エフエム静岡（静岡市葵区）、エフエム伊東（伊東市）、エフエムぬまづ（沼津市）、エフエム熱海湯河原（熱海
市）、富士コミュニティエフエム（富士市）、ＦＭ島田（島田市）、ＦＭいずのくに（伊豆の国市）、ＦＭ ＩＳ
（伊豆市）、エフエム御殿場（御殿場市）

SBSラジオと静岡県内コミュニティFM12局が連携強化

（写真左）各局の代表者が静岡新聞放送会館（静岡市駿河区）に集まり、調印式を行いました。（写真右）調印式後、静岡県庁を訪問し、吉林副知事に連
携について報告、意見を交わしました。


